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A-Policy 【重点事業方針】



■
令
和
２
年
度
品
目
別
販
売
経
過

　
直
販
事
業
は
、様
々
な
業
態
の
取
引
先（
量

販
店
、
生
協
、
加
工
・
業
務
用
実
需
者
）
に

対
し
、
Ｊ
Ａ
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
既
存
取

引
品
目
の
維
持
、
拡
大
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
従
来
の
販
促
企
画
が
実

施
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
実
需
者
毎
に
本

県
産
の
Ｐ
Ｒ
、
販
売
拡
大
に
つ
な
が
る
新
た

な
取
り
組
み
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
対
面

商
談
が
で
き
ず
、
意
思
疎
通
が
難
し
い
面
が

あ
り
ま
し
た
が
、
電
話
、
Ｗ
ｅ
ｂ
を
活
用
し

た
営
業
を
展
開
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
深
め
ま
し
た
。

　
果
実
は
生
産
状
況
を
鑑
み
、
既
存
企
画
内

容
を
見
直
し
、
取
引
先
へ
の
安
定
納
品
に
努

め
ま
し
た
。
重
点
実
需
者
に
向
け
新
規
企
画

を
拡
大
提
案
し
、
本
県
産
果
実
の
訴
求
力
を

高
め
る
と
と
も
に
取
引
先
と
の
連
携
を
よ
り

一
層
進
め
ま
し
た
。

　
野
菜
は
量
販
店
に
対
し
、
産
地
の
生
産
状

況
に
合
わ
せ
た
機
動
的
な
販
売
企
画
を
提
案

し
ま
し
た
。
ま
た
、
加
工
・
業
務
用
実
需
者

と
の
取
引
を
拡
充
し
、
カ
ッ
ト
サ
ラ
ダ
増
量

企
画
の
実
施
や
漬
物
製
造
メ
ー
カ
ー
と
の
原

料
契
約
量
を
増
加
し
た
こ
と
に
よ
り
、
前
年

を
上
回
る
取
扱
高
を
確
保
し
ま
し
た
。

　
き
の
こ
は
量
販
店
へ
の
継
続
し
た
企
画
提

案
と
新
た
な
品
目
提
案
お
よ
び
年
間
を
と
お

し
た
本
県
産
の
売
り
場
確
保
を
進
め
ま
し
た
。

　
花
き
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
ブ
ラ
イ
ダ
ル
、

セ
レ
モ
ニ
ー
関
連
の
需
要
が
長
期
に
渡
り
大

き
く
低
迷
し
ま
し
た
。
新
規
に
県
内
外
小
売

店
へ
の
販
路
拡
大
を
進
め
ま
し
た
が
、
販
売

推
進
の
難
し
い
年
と
な
り
ま
し
た
。

　
以
上
の
結
果
、
取
扱
金
額
は
１
４
6
億
円

と
前
年
比
１
１
１
％
と
な
り
ま
し
た
。

■
令
和
３
年
度
の
重
点
取
組
事
項

　
令
和
３
年
度
は
供
給
高
計
画
を
１
５
９
億

円
と
し
て
、
次
の
重
点
取
組
み
事
項
を
設
定

し
、
計
画
必
達
を
目
指
し
ま
す
。

１
．�

生
産
者
手
取
り
の
最
大
化
に
向
け
た
営

業
・
販
売
力
の
強
化

　
⑴��

積
極
的
営
業
展
開
に
よ
り
既
存
重
点
顧

客
お
よ
び
帳
合
先
と
の
関
係
を
強
化
し
、

総
合
品
目
供
給
に
向
け
た
取
引
量
お
よ

び
取
引
品
目
の
拡
充
を
図
り
、
事
業
計

画
１
５
９
億
円
を
達
成
し
ま
す
。

　
⑵�

既
存
の
流
通
ル
ー
ト
に
拘
ら
ず
新
規
優

良
顧
客
の
開
拓
を
行
い
、
産
地
お
よ
び

取
引
先
の
メ
リ
ッ
ト
を
創
出
し
ま
す
。

　
⑶�

実
需
者
へ
の
安
定
供
給
の
た
め
、
市
場

流
通
も
含
め
た
多
様
な
供
給
ル
ー
ト
を

検
討
し
ま
す
。

　
⑷�

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
需
要
変
化
や
多
様
化

す
る
小
売
形
態
に
対
応
す
る
た
め
、
実

需
者
要
望
を
的
確
に
把
握
し
、
柔
軟
か

つ
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
業
務
推
進
お
よ
び

販
売
促
進
活
動
を
行
い
ま
す
。

　
⑸�

産
地
に
対
す
る
直
販
流
通
へ
の
理
解
促

進
を
図
り
集
荷
力
を
強
化
し
、
顧
客
要

請
に
応
じ
ら
れ
る
商
品
供
給
力
を
高
め

ま
す
。

２
．�

商
品
開
発
力
・
提
案
力
強
化
に
よ
る
販

売
拡
大

　
⑴��

既
存
委
託
取
引
先
と
の
連
携
強
化
に
よ

る
、
産
地
パ
ッ
ケ
ー
ジ
商
品
を
新
規
創

出
し
ま
す
。

　
⑵�

県
産
加
工
製
品
の
開
発
に
伴
い
、商
流・

帳
合
機
能
を
発
揮
し
ま
す
。

３
．�
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
情
報
に
基
づ
く
生
産

販
売
提
案
の
取
組
み
強
化

　
⑴��

営
業
日
報
管
理
シ
ス
テ
ム
の
活
用
に
よ

る
県
本
部
内
の
情
報
共
有（
連
携
）
を

図
り
、
よ
り
円
滑
な
取
引
の
実
践
と
営

業
推
進
を
行
い
ま
す
。

　
⑵�

営
業
活
動
に
よ
り
得
ら
れ
た
情
報
に
基

づ
き
、
新
規
品
目
・
新
規
企
画
・
商
品

企
画
の
提
案
と
供
給
ル
ー
ト
を
開
発
し

ま
す
。

　
⑶�

生
産
振
興
部
な
ら
び
に
関
係
部
署
と
連

携
し
、
需
要
に
応
じ
た
品
目
の
生
産
振

興
と
産
地
発
信
に
よ
る
品
目
提
案
を
進

め
、
産
地
開
発
と
商
品
提
案
力
を
強
化

し
ま
す
。

４
．�

集
出
荷
・
輸
送
・
荷
降
ろ
し
の
効
率
化

　
⑴��

直
販
青
果
物
輸
送
に
お
け
る
課
題
に
対

し
、
取
引
先
へ
の
要
請
を
含
め
た
改
善

対
策
を
検
討
し
ま
す
。

　
⑵�

調
整
保
管
・
配
送
機
能
等
を
具
備
す
る

取
引
先
と
連
携
し
、
輸
送
効
率
化
を
研

究
し
ま
す
。

　
⑶�

コ
ス
ト
抑
制
に
向
け
た
リ
パ
ッ
ク
品
等

の
ア
イ
テ
ム
整
理
を
行
い
ま
す
。

５
．
債
権
管
理
の
徹
底

　
⑴��

請
求
・
精
算
、
代
金
回
収
ま
で
一
連
の

業
務
を
担
う
課
で
あ
る
こ
と
の
認
識
を

持
ち
、
債
権
管
理
を
徹
底
し
営
業
推
進

を
展
開
し
ま
す
。

　
県
下
Ｊ
Ａ
で
は
、
耐
久
資
材
の
重
点
品
目

の
一
つ
と
し
て
「
補
聴
器
」
の
推
進
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
２
年
度
の
推
進
は
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
り
自
粛
傾
向
に
な
っ
た
も
の
の
、
県
下

で
は
３
０
２
台
ご
購
入
い
た
だ
き
ま
し
た
。

補
聴
器
は
加
齢
に
よ
る
聴
力
の
低
下
を
補
う

機
器
と
し
て
、
高
齢
化
と
と
も
に
需
要
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
。

　
補
聴
器
の
取
扱
い
メ
ー
カ
ー
の
説
明
に
よ

る
と
、
人
間
に
は
内
耳
に
「
蝸か

牛ぎ
ゅ
う

」
と
い
う

カ
タ
ツ
ム
リ
の
よ
う
な
形
の
器
官
が
あ
り
ま

す
。
蝸
牛
は
、
入
口
か
ら
奥
ま
で
「
有
毛
細

胞
」
と
い
う
音
を
感
じ
取
る
細
胞
で
形
成
さ

れ
て
お
り
、
蝸
牛
入
口
の
有
毛
細
胞
が
一
番

高
い
周
波
数
の
分
析
を
す
る
た
め
、
あ
ら
ゆ

る
音
に
さ
ら
さ
れ
て
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
る
そ

う
で
す
。
そ
の
た
め
、
加
齢
に
よ
る
聴
力
低

下
は
、
ま
ず
高
音
域
か
ら
聞
こ
え
な
く
な
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
聴
力
は
人
間
ド
ッ
ク

で
も
検
査
が
あ
る
た
め
、
ご
自
身
の
聴
力
を

把
握
さ
れ
て
い
る
か
と
思
い
ま
す
。
現
在
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
「
耳
年
齢
」
と
検
索

す
る
と
自
身
の
耳
年
齢
を
確
認
で
き
る
サ
イ

ト
も
あ
る
よ
う
で
す
。

　
聴
力
低
下
に
よ
る
日
常
生
活
の
影
響
は
、

テ
レ
ビ
の
音
声
や
人
と
の
会
話
が
聞
き
取
り

に
く
く
な
る
こ
と
で
ス
ト
レ
ス
と
な
っ
た
り
、

車
の
ク
ラ
ク
シ
ョ
ン
や
自
転
車
の
気
配
に
気

付
か
ず
事
故
に
つ
な
が
っ
た
り
す
る
危
険
性

も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
ご
本
人
だ
け
で
な
く

対
話
を
す
る
相
手
に
と
っ
て
も
、
会
話
の

キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
が
で
き
ず
お
互
い
に
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足
と
な
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
巣
ご
も
り
で
自
宅
に
い

る
時
間
が
増
え
、
電
話
や
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ

る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
テ
レ
ビ
で
の
ス

ポ
ー
ツ
観
戦
の
機
会
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

聴
力
に
不
安
を
覚
え
て
い
る
方
は
、
快
適
な

生
活
を
過
ご
せ
る
よ
う
、 
こ
の
機
会
に
補
聴

器
を
お
試
し
に
な
り
ま
せ
ん
か
。
県
下
Ｊ
Ａ

で
は
支
所
金
融
窓
口
等
で
取
引
先
に
よ
る

「
聞
こ
え
の
相
談
会
」
や
「
聞
こ
え
の
健
康

セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
す
る
機
会
も
あ
り
、
専

属
ス
タ
ッ
フ
が
聞
こ
え
の
お
悩
み
を
伺
い
聴

力
測
定
や
個
人
に
あ
わ
せ
た
補
聴
器
の
提
案

を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
既
に
ご
利
用
の
方

に
は
補
聴
器
の
調
子
を
確
認
し
、
個
人
の
聞

こ
え
に
合
わ
せ
て
再
調
整
を
い
た
し
ま
す
。

　
ぜ
ひ
お
気
軽
に
ご
相
談
い
た
だ
き
、
快
適

な
生
活
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

営業課

生
産
販
売
部

営
業
課
の
取
組
み

生活課

生
活
部 

生
活
課
の
取
組
み

～
耐
久
資
材
の
重
点
品
目
「
補
聴
器
」
の
推
進
に
つ
い
て
～

聞こえの健康セミナー
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大
阪
販
売
事
務
所

生
産
販
売
部

　
５
月
31
日
㈪
に
開
催
し
た
、
長
野
県
青
果

物
Ｗ
Ｅ
Ｂ
取
引
会
議
に
先
立
ち
、
同
日
午
前

11
時
よ
り
善
光
寺
大
本
願
に
お
い
て
、
商
売

繁
盛
祈
願
祭
を
執
り
行
い
ま
し
た
。
本
年
は

コ
ロ
ナ
禍
で
の
対
応
と
し
て
、
Ｊ
Ａ
全
農
長

野
運
営
委
員
会
の
伊
藤
茂
会
長
、
御
子
柴
茂

樹
副
会
長
、
Ｊ
Ａ
全
農
長
野
の
嶌
田
武
司
県

本
部
長
、
竜
野
竜
生
産
販
売
部
長
、
他
関
係

者
の
合
計
８
名
が
代
表
者
と
し
て
参
加
し
ま

し
た
。
県
内
各
Ｊ
Ａ
産
の
果
実
、
野
菜
、
き

の
こ
、
花
き
を
奉
納
し
、
大
本
願
の
鷹た

か
司つ

か
さ

誓せ
い

榮え
い
副
住
職
よ
り
ご
祈
祷
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
青
果
物
販
売
は
令
和
２
年
11
月
以
降
、
度

重
な
る
緊
急
事
態
宣
言
と
蔓
延
防
止
等
重
点

措
置
の
発
令
に
よ
る
外
食
、
業
務
の
停
滞
に

よ
り
市
場
価
格
は
長
期
に
わ
た
る
低
迷
か
ら

脱
せ
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
一
日
も
早
い
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
る
景
気
低
迷
か
ら
の
回
復
と
長
野

県
Ｊ
Ａ
産
青
果
物
・
花
き
の
需
要
回
復
、
さ

ら
に
は
お
取
引
い
た
だ
く
青
果
物
卸
売
会
社

様
、
花
き
卸
売
会
社
様
の
商
売
繁
盛
を
祈
祷

し
ま
し
た
。

　
青
果
物
・
花
き
業
界
の
、
そ
し
て
全
世
界

の
祈
り
が
届
く
こ
と
を
切
に
願
い
ま
す
。

善
光
寺
大
本
願
で

長
野
県
青
果
物
商
売
繁
盛
を
祈
願

　
Ｊ
Ａ
全
農
長
野
大
阪
販
売
事
務
所
は

６
月
７
日
㈪
よ
り
、
大
阪
本
場
果
実
仲

卸
の
㈱
万
果
の
ご
紹
介
に
よ
り
、
マ
ン

カ
流
通
グ
ル
ー
プ
本
社
ビ
ル
１
階
の

シ
ョ
ー
ウ
ィ
ン
ド
ウ
で
県
産
農
畜
産
物

の
ポ
ス
タ
ー
等
の
展
示
を
始
め
ま
し
た
。

こ
の
場
所
は
大
阪
本
場
の
大
通
り
に
面

し
て
お
り
交
通
量
も
多
く
、
市
場
関
係

者
は
も
と
よ
り
地
域
住
民
の
方
の
目
に

も
触
れ
る
場
所
で
す
。

　
シ
ョ
ー
ウ
ィ
ン
ド
ウ
に
は
果
実
・
野

菜
・
き
の
こ
・
花
き
・
牛
肉
の
ポ
ス
タ
ー

や
Ｐ
Ｏ
Ｐ
に
加
え
、
ジ
ュ
ー
ス
や
な
め

茸
と
い
っ
た
加
工
製
品
も
陳
列
し
、
県

産
農
畜
産
物
の
総
合
Ｐ
Ｒ
と
し
て
デ
ィ

ス
プ
レ
イ
し
ま
し
た
。

シ
ョ
ー
ウ
ィ
ン
ド
ウ
を
利
用
し
て

長
野
県
産
農
畜
産
物
を
Ｐ
Ｒ

　
Ｊ
Ａ
全
農
長
野
生
産
販
売
部
は
５
月
31
日

㈪
、
Ｊ
Ａ
長
野
県
ビ
ル
内
で
長
野
県
青
果
物

W
E
B
取
引
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。
県
内

外
の
青
果
主
要
卸
売
会
社
5
社
の
代
表
と
全

農
長
野
の
伊
藤
茂
運
営
委
員
会
会
長
、
御
子

柴
茂
樹
副
会
長
、
嶌
田
武
司
県
本
部
長
、
岡

村
達
雄
副
本
部
長
な
ど
、
24
名
が
出
席
し
ま

し
た
。

　
こ
の
会
議
は
、
同
日
に
予
定
さ
れ
て
い
た

長
野
県
青
果
物
・
花
き
取
引
会
議
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
り
中
止

に
な
り
、
そ
れ
に
代
わ
る
情
報
共
有
の
場
と

し
て
W
E
B
形
式
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
伊
藤
会
長
は
主
催
者
挨
拶
の
中
で
「
Ｊ
Ａ

全
農
長
野
の
本
年
度
生
産
販
売
部
の
取
扱
目

標
は
１
，
５
９
４
億
円
。
今
年
は
生
育
が
前

進
化
傾
向
で
あ
り
、
精
度
の
高
い
情
報
発
信

が
よ
り
重
要
に
な
っ
て
く
る
。
目
標
達
成
の

た
め
に
も
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
一
体
と
な
っ
て

出
荷
数
量
の
確
保
、
卸
売
市
場
と
の
緊
密
な

連
携
に
よ
る
販
売
力
強
化
に
努
め
て
参
り
た

い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
ご
来
賓
を
代
表
し
て
太
田
副
知

事
よ
り
「
第
３
期
長
野
県
食
と
農
業
農
村
振

興
計
画
に
沿
っ
て
、
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
対
応

し
た
園
芸
作
物
の
生
産
振
興
を
行
っ
て
い
く
。

今
年
の
秋
に
は
赤
系
ブ
ド
ウ
の
新
品
種
ク

イ
ー
ン
ル
ー
ジ
ュ
R
の
デ
ビ
ュ
ー
に
際
し
て
、

県
知
事
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
も
計
画
し
て
い

る
」
と
の
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
長
野
県
小
林
安
男
農
政
部
長
か
ら
は
「
長

野
県
農
政
の
展
開
方
向
」
に
つ
い
て
、
全
農

長
野
竜
野
竜
生
産
販
売
部
長
か
ら
は
「
長
野

県
本
部
青
果
物
生
産
販
売
方
針
等
」
に
つ
い

て
説
明
が
あ

り
卸
売
会
社

の
代
表
５
社

の
方
よ
り
、

「
長
野
県
に

期
待
す
る
こ

と
」
に
つ
い
て
提
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
東
京
青
果
㈱
川
田
一
光
社
長
か
ら
は
「
新

品
種
売
り
込
み
の
た
め
の
事
前
情
報
や
、
ド

ロ
ー
ン
を
活
用
し
て
の
産
地
情
報
等
の
積
極

的
な
発
信
を
お
願
い
し
た
い
」、
大
果
大
阪

青
果
㈱
中
内
良
一
社
長
か
ら
は
「
野
菜
は
天

候
不
順
の
中
で
も
も
う
少
し
安
定
的
な
生
産

を
、
果
樹
は
更
な
る
生
産
拡
大
を
お
願
い
し

た
い
」、
セ
ン
ト
ラ
イ
青
果
㈱
小
坂
芳
則
社

長
か
ら
は
「
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
十
分
に

営
業
活
動
は
可
能
で
あ
り
、
多
種
多
様
な
販

売
先
を
も
つ
市
場
機
能
を
十
分
に
発
揮
し
て

い
き
た
い
」、
福
岡
大
同
青
果
㈱
丸
小
野
光

正
社
長
か
ら
は
「
と
に
か
く
安
定
し
た
数
量

と
品
質
確
保
を
お
願
い
し
た
い
。
ま
た
、
バ

イ
ヤ
ー
の
目
に
見
え
る
産
地
情
報
が
ほ
し

い
」、
㈱
Ｒ
＆
Ｃ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
堀
雄

一
社
長
か
ら
は
「
強
固
な
生
産
基
盤
の
確
立

を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、
販
売
側
で
は
産

地
品
目
事
情
に
応
じ
た
企
画
提
案
を
も
っ
と

増
や
し
て
い
き
た
い
」
と
提
言
が
あ
り
ま
し

た
。

　
さ
ら
に
、
各
品
目
専
門
委
員
会
を
代
表
し

て
、
小
池
宏
明
果
実
専
門
委
員
長
か
ら
は
今

年
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
「
低
温
被
害
が
あ
っ

た
が
着
果
量
確
保
に
向
け
た
指
導
と
、
目
に

見
え
る
形
で
の
産
地
情
報
の
発
信
を
行
っ
て

い
き
た
い
」、
由
井
和
行
野
菜
専
門
委
員
長

か
ら
は
「
異
常
気
象
の
中
で
も
安
定
的
な
出

荷
を
目
指
し
て
、
品
種
改
良
や
圃
場
整
備
等

進
め
て
い
き
た
い
」、
佐
々
木
真
き
の
こ
専

門
委
員
長
か
ら
は
「
再
生
産
価
格
の
確
保
の

た
め
、
実
需
者
と
の
紐
づ
け
や
輸
出
等
の
新

し
い
需
要
の
創
出
も
お
願
い
し
た
い
」
と
の

発
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
生
産
販
売
部
で
は
、
今
後
も
W
E
B
を
積

極
的
に
活
用

し
た
会
議
や

商
談
を
実
施

し
、
新
し
い

業
務
の
推
進

方
式
を
進
め

て
参
り
ま
す
。

生
産
販
売
部

令
和
３
年
度

長
野
県
青
果
物
W
E
B
取
引
会
議
を
開
催

主催者挨拶をする伊藤会長

来賓挨拶をする太田副知事

会議の進行をする嶌田県本部長

展示場所
（マンカ流通グループ本社ビル）
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野
菜
花
き
課・営
業
課

　
Ｊ
Ａ
全
農
長
野
野
菜
花
き
課
と
営
業
課

は
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
長
野
支
社
、
ハ
マ
園
芸

㈱
な
ど
と
連
携
し
、
５
月
18
日
㈫
・
19
日

㈬
に
Ｊ
Ｒ
新
宿
駅
で
開
催
さ
れ
た
「
あ
ず

さ
マ
ル
シ
ェ
」
で
、
長
野
県
産
の
ア
ル
ス

ト
ロ
メ
リ
ア
を
使
っ
た
花
束
を
販
売
し
ま

し
た
。

　
「
あ
ず
さ
マ
ル
シ
ェ
」
は
Ｊ
Ｒ
東
日
本

に
よ
る
企
画
で
、
長
野
県
の
良
い
も
の
を

広
域
に
発
信
す
る
取
り
組
み
の
一
環
と
し

て
、
あ
ず
さ
号
沿
線
の
物
産
品
を
特
急
あ

ず
さ
号
に
乗
せ
、
新
宿
駅
で
販
売
・
Ｐ
Ｒ

す
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
特
産
品
の
販
売
に

よ
る
長
野
県
の
魅
力
発
信
の
ほ
か
、
観
光

Ｐ
Ｒ
も
目

的
と
し
、

長
野
県
産

花
き
の
ほ

か
、
朝
打

ち
の
蕎
麦
、

山
菜
、
牛

乳
パ
ン
、

七
味
唐
辛

子
な
ど
が
販
売
さ
れ
ま
し
た
。

　

長
野
県
産
の
ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア
を

使
っ
た
花
束
は
、
ご
自
宅
用
、
プ
レ
ゼ
ン

ト
用
の
ど
ち
ら
に
も
使
え
る
仕
様
で
販
売

し
、
購
入
客
か
ら
は
非
常
に
好
評
だ
っ
た

と
の
こ
と
で
す
。
販
売
に
協
力
い
た
だ
い

た
Ｊ
Ｒ
ス
タ
ッ
フ
か
ら
は
、
仕
事
帰
り
の

男
性
も
多
数
が
手
に
取
っ
て
い
た
と
の
報

告
が
あ
り
、

長
野
県
の
イ

メ
ー
ジ
の
売

場
の
中
で
花

の
Ｐ
Ｒ
販
売

を
行
う
こ
と

が
で
き
ま
し

た
。

～
特
急
あ
ず
さ
で
信
州
を
お
届
け
！
～

Ｊ
Ｒ
新
宿
駅
の「
あ
ず
さ
マ
ル
シ
ェ
」で

県
産
花
き
を
Ｐ
Ｒ
販
売

東
京
販
売
事
務
所 

　
Ｊ
Ａ
全
農
長
野
東
京
販
売
事
務
所
は
、

Ｊ
Ａ
中
野
市
と
㈱
大
田
花
き
の
協
力
の
も

と
、
新
幹
線
で
の
花
き
輸
送
の
取
り
組
み

を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で

人
の
動
き
が
制
限
さ
れ
る
状
況
の
な
か
、

少
し
で
も
旅
気
分
を
味
わ
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
関
係
機
関
が
連
携
し
て
実
現
し
た

企
画
で
す
。

　
５
月
27
日
㈭
、
Ｊ
Ｒ
長
野
駅
発
９
時
26

分
の
新
幹
線
で
Ｊ
Ａ
中
野
市
産
の
シ
ャ
ク

ヤ
ク
が
出
発
し
、
Ｊ
Ｒ
東
京
駅
に
到
着
後
、

そ
の
日
午
後
か
ら
青
山
フ
ラ
ワ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
東
京
グ
ラ
ン
ス
タ
店
と
エ
キ
ュ
ー

ト
品
川
店
で
販
売
さ
れ
ま
し
た
。
新
幹
線

で
運
ぶ
こ
と
で
産
地
直
送
の
鮮
度
感
や
付

加
価
値
を
ア
ピ
ー
ル
し
な
が
ら
の
販
売
と

な
り
、
用
意
し
た
２
０
０
０
本
は
予
定
し

た
3
日
間
の
販
売
期
間
終
了
前
に
完
売
と

な
り
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
駅
構
内
の
電
子
掲
示
板
や
イ
ン
ス

タ
グ
ラ
ム
、
青
山
フ
ラ
ワ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
事
前
告
知
を
行
い
、

当
日
は
夕
方
の
ニ
ュ
ー
ス
で
も
取
り
上
げ

ら
れ
、
新
た
な
取
り
組
み
と
い
う
話
題
性

と
と
も
に

幅
広
い

方
々
に
興

味
を
持
っ

て
い
た
だ

く
機
会
と

な
り
ま
し

た
。

新
幹
線
で
旅
す
る
生
花

～
Ｊ
Ａ
中
野
市
産
シ
ャ
ク
ヤ
ク
～

営
業
課

　
Ｊ
Ａ
全
農
長
野
営
業
課
は
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

「
セ
ブ
ン

－

イ
レ
ブ
ン
」
の
エ
リ
ア
限
定
商
品
に
Ｊ
Ａ
中

野
市
産
の
ぶ
な
し
め
じ
を
供
給
し
、
商
品
名
に
“
信
州
産

き
の
こ
”
を
つ
け
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
本
県
産
き
の
こ

の
Ｐ
Ｒ
と
認
知
度
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

　
販
売
地
域
、
販
売
期
間
と
も
限
定
的
な
商
品
で
、
実
際

に
使
用
し
た
ぶ
な
し
め
じ
も
少
量
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

コ
ロ
ナ
禍
で
業
務
需
要
が
落
ち
込
む
中
、
貴
重
な
納
品
先

の
ひ
と
つ
と
し
て
対
応
を
進

め
て
き
ま
し
た
。
営
業
課
で

は
、
今
後
も
業
務
加
工
用
と

し
て
本
県
産
き
の
こ
を
使
用

し
て
い
た
だ
け
る
取
引
先
の

拡
大
を
推
進
し
ま
す
。

セ
ブ
ン

−イ
レ
ブ
ン
で
、

長
野
県
産
ぶ
な
し
め
じ
を

使
っ
た
お
む
す
び
を
販
売

農
業
機
械
課

　
Ｊ
Ａ
全
農
長
野
農
業
機
械
課
は
、
農
業
機
械
を
ご
成
約

の
組
合
員
の
み
な
さ
ま
に
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
、
抽

選
で
信
州
の
牛
肉
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
「
Ｊ
Ａ
農
業
機
械

ご
成
約
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
６
月
１
日
か
ら
８
月
31
日
ま

で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
農
業
機
械
セ
ン
タ
ー
で
、
１
台
あ
た
り
１
０
０
万

円
以
上
の
農
業
機
械
を
ご
成
約
さ
れ
、
ご
応
募
い
た
だ
い

た
方
の
中
か
ら
抽
選
で
１
０
０
名
様
に
、
①
肩
ロ
ー
ス
す

き
焼
き
用
１
㎏
（
信
州
プ
レ
ミ
ア
ム
牛
肉
）、
②
ロ
ー
ス

ス
テ
ー
キ
4
0
0
g
と
す
き
焼
き
用
2
0
0
ｇ
の
セ
ッ
ト

（
信
州
プ
レ
ミ
ア
ム
牛
肉
）、
③
ロ
ー
ス
ス
テ
ー
キ
6
0
0

ｇ
す
き
焼
き
用
5
0
0
ｇ
セ
ッ
ト（
信
州
ア
ル
プ
ス
牛
）

の
い
ず
れ
か
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
い
た
し

ま
す
。
抽
選
に
外
れ
た
方
に
も
、
も

れ
な
く
粗
品
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

　
今
年
も
「
J
A
農
機
＆
資
材
フ
ェ

ス
タ
2
0
2
1
」
の
開
催
に
向
け
準

備
を
進
め
て
参
り
ま
し
た
が
、
昨
年

に
引
き
続
き
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
の
収
束
が
見
込
め
ず
、
来

場
者
お
よ
び
ス
タ
ッ
フ
へ
の
感
染
防

止
を
最
優
先
に
検
討
し
た
結
果
、
全

Ｊ
Ａ
の
総
意
に
よ
り
中
止
と
い
た
し

ま
し
た
。

　
同
フ
ェ
ス
タ
は
、
多
く
の
組
合
員

の
み
な
さ
ま
に
ご
来
場
い
た
だ
き
、
農
業
機
械
を
確
認
し

な
が
ら
ご
成
約
を
い
た
だ
く
場
と
し
て
、
ま
た
、
近
年
で

は
最
先
端
の
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
を
ご
紹
介
す
る
場
と
し

て
開
催
し
て
参
り
ま
し
た
が
、
そ
の
機
会
が
失
わ
れ
残
念

で
す
。

　
な
お
、
農
業
機
械
推
進
策
と
し
て
、
メ
ー
カ
ー
各
社
の

協
力
も
得
て
、農
機
＆
資
材
フ
ェ
ス
タ
で
人
気
の
あ
る「
目

玉
機
」
の
特
別
価
格
の
設
定
や
特
別
推
進
な
ど
の
企
画
を

進
め
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
最
寄
り
の
J
A
農
業
機 

械
セ
ン
タ
ー
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
展
示
機
や
各
種
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
ご
用
意
し
、
み
な
さ
ま
を
お
待
ち
い
た
し
て

お
り
ま
す
。

「
Ｊ
Ａ
農
業
機
械
ご
成
約
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」開
催

商 品 名：�信州産きのこが入っ
た炊込みご飯おむ
すび

販売地域：�セブン－イレブン
店舗（山梨県・長
野県エリア）

販売期間：�令 和 3 年 5 月 10
日週～約 2 カ月間

JR駅構内の電子掲示板

東京駅構内を移動するシャクヤク

新鮮なシャクヤクが並んだ売場

手に取りやすい花束にして販売 

多くの駅利用者が立ち寄った売場 アルストロメリアを紹介するPOP
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新 採 用 職 員 紹 介

【生産購買部　包装資材課　松
まつ

原
ばら

　桃
もも

子
こ

】
　はじめまして。生産購買部包装資材課の松原
桃子と申します。須坂市出身で、実家は兼業農
家のため幼いころから農業に親しんできました。
大学では日本史を専攻し、4年間歴史漬けの日々
を過ごしました。趣味はクラシックバレエとバ
スケ観戦で、神社仏閣を訪れるのも好きなため、
コロナが落ち着いたら全国各地を巡りたいと
思っています。仕事に関しましては、日々の業
務を通し様々な経験や学びを吸収していきたい
と思います。今後ともご指導のほどよろしくお
願いします。

【生産購買部　農業機械課
 農機協同経営グループ　藤

ふじ
巻
まき

　遼
りょう

平
へい

】
　はじめまして。生産購買部　農業機械課　農
機協同経営グループの藤巻遼平です。趣味は野
球、ボルダリング、温泉巡りなどです。温泉巡
りと記載しましたが、ほぼほぼ川中島温泉に
行っています。今まで農業に触れてきませんで
したので１からのスタートになりますが、積極
的に業務に励み、少しでも早く長野県農業の力
になれるよう精進していきたいと考えています。
何卒よろしくお願いいたします。

【畜産酪農部　酪農課　小
お

口
ぐち

　あい】
　こんにちは！畜産酪農部酪農課の小口あいと
申します。
　出身は茅野市で、趣味はスキーです。大学は
北海道に行き、教育学部でスポーツとアウトド
アを専攻しておりました。北海道の大自然も大
変魅力的だったのですが、長野県が恋しくなり
就職を機に本会に入会いたしました。
　農業の知識を専門的に学んできたわけではな
いので、勉強の日々ですが少しでも早く組合員
の皆さんのお役に立てるよう努力して参ります。
よろしくお願いいたします。

【生産購買部　生産資材課　半
はん

田
だ

　ゆめの】
　こんにちは！生産資材課の半田ゆめのです。
出身は須坂市です。吹奏楽をやっていたので特
技はサックスを吹くことです。サックス以外で
はテニスをすることも好きです！
　知識が乏しいため大変なこともありますが、
地元長野県で昔から興味があった農業に関する
仕事ができてとても充実しています。長野県の
農業に少しでも貢献できるよう、向上心を持っ
て頑張りたいと思います。よろしくお願いいた
します！

信州の自然と
おいしい
牛乳が

大好きです！！

元気
いっぱいに
がんばります。

共同購入
トラクター

「SL33」に乗り、
笑顔の藤巻

いつも
笑顔で

頑張ります！

令和3年度の新採用職員18名を順次ご紹介します
果実課より

フルってご応募を！
「パシャフル！」キャンペーン

〈応募方法〉

○インスタグラム公式アカウント「@shinshufruits」をフォロー
○「＃パシャフル」をつけて、旬の信州産フルーツをテーマにした写真・動画を投稿
○かんてんぱぱ ® とのコラボで、かんてんぱぱ賞も募集。
　「寒天×フルーツ」をテーマとして、寒天を使ったフルーツ写真・ 動画に「＃パシャフル」 「＃寒天」
　をつけて投稿してください。

果実課は、７月１日（木）より、フルー
ツフォトコンテスト「パシャフル！」を
開催します。
インスタグラムで「＃パシャフル」を
つけて、信州産果実を使った写真・
動画を投稿していただくウェブコン
テストです。
昨年、大好評だったこの企画。今年
は内容をさらにパワーアップしてい
ます。

①�開催期間が 7月１日～１２月３１日
の６ヵ月に！

より長く信州産果実を楽しんで頂け
るよう、昨年より２ヵ月期間を延長し
ています。
②豪華景品！
入賞された方には、信州産農産物を
プレゼント致します。「グランプリ」「全
農長野賞」に加えて、今年は「がぶ
り賞」を新設。“ がぶり ” とフルー
ツにかじりついた写真の投稿をお待
ちしております。
③かんてんぱぱ®とのコラボ企画！
昨年に引き続き「かんてんぱぱ賞」
に選ばれた方には、かんてんぱぱ製
品の詰め合わせをプレゼントいたし
ます。おうち時間にちょっと手作りし
ませんか？
皆様からの素敵な投稿、お待ちして
おります。
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令和3 年度5 月末部門別実績表
JA全農長野の事業現況▶

( 単位：百万円、％ )

区分
部門 実　績 計画比 前年比

野 菜 種 苗 セ ン タ ー 68 113 112 

生 産 振 興 部 計 68 113 112 

米 穀 2,422 104 85 

果 実 260 158 147 

野 菜 花 き 3,306 88 123 

き の こ 2,252 85 83 

営 業 977 86 101 

生 産 販 売 部 計 9,217 92 98 

包 装 資 材 779 74 91 

生 産 資 材 2,358 109 95 

農 業 機 械 1,435 125 74 

施 設 住 宅 1,158 126 128 

生 産 購 買 部 計 5,729 108 93 

畜 産 2,164 106 127 

三 岳 牧 場 38 97 79 

SPF 繁 殖 セ ン タ ー 49 97 97 

酪 農 2,773 103 105 

八 ヶ 岳 牧 場 40 104 114 

畜 産 酪 農 部 計 5,064 104 113 

燃料・ホームエネルギー 4,069 124 136 

Ｓ Ｓ 協 同 経 営 1,134 111 98 

生 活 1,564 104 100 

生 活 部 計 6,767 116 118 

長 野 県 本 部 計 26,845 103 104 
（内部販売高含む）

7月のラジオ番組表▶
放送日時 放送局 番組名 放送内容（予定）

7/28（水）
11：50

SBC
ラジオ

坂ちゃんの
ずくだせえぶりでい内
「暮らしの応援団」

生活課

▶�次号は、1988年9月に開設したシアトル駐在について
掲載します。

　
い
よ
い
よ
梅
雨
の
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し

た
。５
月
初
め
の
沖
縄
地
方
と
鹿
児
島
県
・

奄
美
地
方
を
皮
切
り
に
５
月
半
ば
に
は
近
畿

と
東
海
が
梅
雨
入
り
を
し
ま
し
た
。長
野
県

は
平
年
よ
り
７
日
、昨
年
よ
り
３
日
遅
い
６

月
14
日
に
梅
雨
入
り
し
ま
し
た
。

　

梅
雨
と
い
え
ば
、こ
の
時
期
を
代
表
す
る

も
の
と
し
て
「
梅
」が
あ
り
ま
す
。今
年
は
自

分
で
焼
酎
お
湯
割
用
の
梅
干
し
を
作
る
べ
く
、

近
く
の
J
A
農
産
物
直
売
所
で
梅
を
購
入
し

ま
し
た
。幼
い
頃
、こ
の
季
節
に
な
る
と
、母

親
が
梅
干
し
作
り
を
始
め
て
い
た
の
を
思
い

出
し
ま
す
。庭
に
実
っ
た
梅
を
収
穫
し
、晴
れ

た
日
に
は
家
の
外
で
梅
を
広
げ
、熟
す
の
を

し
ば
ら
く
待
っ
て
お
り
ま
し
た
。そ
の
時
に

辺
り
に
漂
う
梅
の
香
り
は
甘
酸
っ
ぱ
く
、と

て
も
爽
や
か
で
よ
い
香
り
だ
っ
た
の
を
覚
え

て
い
ま
す
。ジ
メ
ジ
メ
し
た
時
期
で
気
分
も

冴
え
な
い
日
が
続
き
ま
す
が
、自
家
製
梅
干

し
の
完
成
を
楽
し
み
に
梅
雨
を
乗
り
切
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
さ
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ

い
て
は
ま
だ
ま
だ
我
慢
の
日
々
は
続
き
ま
す

が
、地
道
な
感
染
対

策
を
続
け
る
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。今
が

踏
ん
張
り
ど
こ
ろ

で
す
。�

（
T
）

JA全農長野
【公式】グリーンレーダー ＠ja_greenradar

グリーンレーダーの
ツイッターを始めました

■材料（2人分）

■作り方
①�耐熱ボウルに、石づきを切り落として長さを 4 等分したえのき

たけ、なめこ、酒を入れてラップをして電子レンジ 600W で
2 分加熱する。

②�取り出したらラップを外してめんつゆを加えて混ぜ、粗熱が取
れたら冷水を加えて混ぜてつゆを作る。

③�フライパンで油揚げをカリッとするまで両面焼いたら、食べや
すい大きさに切る。

④�そばを茹で、冷水にとってぬめりを取りながらよく洗い、ザル
にあげて水気をよくきり皿に盛る。

⑤�すり下ろした長芋をかけ、②のつゆをかけ、③の油揚げ、温泉
卵、茹でて半分に切ったオクラを添える。

・えのきたけ・ ・・・・・・・・・・・ 100g
・なめこ・・・・・・・・・・・・・・・・ 100g
・酒・・・・・・・・・・・・・・・・・・・小さじ1
・めんつゆ（3倍濃縮）・・・・ 100cc
・冷水・・・・・・・・・・・・・・・・・ 150cc

・油揚げ・・・・・・・・・・・・ 1枚
・長芋・・・・・・・・・・・・ 200g
・オクラ・ ・・・・・・・・・・・ 2本
・そば・・・・・・・・・・・・ 2人分

トロトロ温玉
をくずして

豪快にひんやり
食べて

えのきたけとなめこの
とろろそば

ツルっとのどごしで食べる！

【昭和61年（1986年）パリ国際見本市に参加】

【昭和61年（1986年）養連と合併】【昭和60年度（1985年度）事業取扱高5000億円突破】
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JA 全農長野ホームページ� https://www.nn.zennoh.or.jp
インターネットで産地直送「JAタウン」� https://www.ja-town.com
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